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要旨 : 

連続焼鈍プロセスによる非時効性深絞り用冷延鋼板の開発を目的とし，極低炭素アルミキ

ルド鋼の材質に影響する冶金学的因子について検討した。(1)Ｃが 0.002％以下では過時効な

しの連続焼鈍で遅時効性となるが，面内異方性がきわめて大きいために材質の向上は小さ

い｡(2)面内異方性を低減するには Nb，Ti，Ｖ，Cr，Ｗの中で Nb がもっとも効果的である。

これはおもに微量の Nb 添加で熱延母板の結晶粒径が著しく小さくなることに起因する。

(3)0.002％Ｃ，0.005-0.010％Nb 鋼により，面内異方性が小さく優れた深絞り性を有する冷

延鋼板が過時効なしの連続焼鈍で製造できた。(4)この鋼種を用い熱延，焼鈍条件を制御す

ることにより，DQ 以上各種グレードの冷延鋼板が製造できる。 

 

Synopsis : 
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